
 

 

 
 

平成２５年度予算要求（要求ベース） 
(H24.10.21現在） 

現時点での要求ベースであり、今後、各担当府県(財政課)、各府県担当委員で検討、計数整理 

（査定）を行っていただく。 

                              (単位：千円) 

〔７分野の取り組み〕    平成２５年度   平成２４年度   対前年比        25-24差 

                   （要 求 額）    （当初予算） 

                                             

○ 広域防災        19,610    17,425    12.5%    2,185 

                  

○ 広域観光・文化振興   27,831   21,272   30.8%    6,559 

○文化振興         (調整中)    －           

 

○ 広域産業振興      44,795   27,854   60.8%     16,941 

 ○農林水産振興       (調整中)    －                

 

○ 広域医療       633,520   215,738  193.7%    417,782 

 

○ 広域環境保全      25,966   25,928    0.2%         38  

 

○ 資格試験・免許     66,006   14,517   354.7%     51,489 

 

○ 広域職員研修      4,139    3,420   21.0%        719 

 

〔中長期的な視点からの広域課題への対応〕 

               83,353    84,408  △1.3%   △1,055 

 

〔成長する広域連合としての的確な運営〕 

               316,959   243,905    30.0%     73,054 

 

 

 総計          1,222,179    654,467    86.7%    567,712 

※10月21日時点での要求ベースを単純に合計したものであり、当然に調整されることもある。 

【総括表】 

資料２ 

 

※国内外での合同プロモーション(＋11,153千円)など 

※ドクターヘリ 2機増(+417,672千円)など 

※資格試験の実施(H25～)(+51,489千円) 

※政令市派遣職員などの人件費等の増(＋57,000千円)など 
（資格試験人件費を除く場合）  (269,459)     (205,905）     (30.9%)    (63,554) 

（資格試験人件費を含む場合）  (113,506)     (52,517)    (116.1%)      (60,989) 

 

 



■今後、検討が必要な主な項目  

○KANSAI 国際観光 YEAR2013 の実施 

「アジアの文化観光首都」を目指して国際観光圏「KANSAI」のブランドを世界に発信するため、2013年を「KANSAI
国際観光YEAR」と位置付け、「食文化」をテーマに官民が連携して、強力なＰＲ活動を行っていく。
㉕要求：KANSAI国際観光 YEAR2013の実施（10,910千円）   など

○文化振興 

 世界遺産や浄瑠璃などをテーマでつなぐ「文化の道」のアピールなど、奥深い日本文化のふるさと関西の魅力を世

界に発信する。

㉕要求：関西文化の魅力発信

○関西イノベーション国際戦略総合特区効果の広域連合域内への波及促進 

平成 23年 12月に国から指定を受けた「関西イノベーション国際戦略総合特区」の効果を広域連合域内全体へ波及
させ、関西経済の活性化につなげるため、特区推進室と連携して、具体的事業を展開する。

㉕要求：(3,202千円) 
・特区メリットの理解及び活用促進

・「次世代医療システム産業化フォーラム」企業説明会の開催（協調）

・医療機器分野への参入にむけた医療機器相談の実施

・バッテリー戦略研究センターの活用促進（協調）

○農林水産の振興 

㉕要求：関西広域農林水産ビジョンの策定

㉕要求：地産地消の推進：農林水産物の利用促進キャンペーン(仮)など

○ドクターヘリ運行体制の構築 

複数のドクターヘリが補完し合う相互応援体制の構築を図るため、連合へ移管された３機のドクターヘリ事業を着

実に実施するとともに、連合管内全体におけるドクターヘリの運航体制の構築を行う。

＜現状＞

・３府県ヘリ  事業主体：公立豊岡病院、補助事業、負担割合（人口割1/2、実績割1/2）
・徳島ヘリ   事業主体：徳島県、委託事業 負担割合（実績割10/10）
・大阪ヘリ   事業主体：大阪府、委託事業 負担割合（実績割10/10）

○カワウ対策 

㉓：カワウ生息動向調査および広域保護管理計画策定(18,000千円)(調査) 
㉔：カワウ生息動向調査および広域保護管理計画策定(18,000千円)(計画策定) 
㉕要求：カワウ生息動向調査および対策検証事業(18,000千円) 
平成24年度末に策定する関西地域カワウ広域保護管理計画に基づき、生息状況や被害防除に関する調査、情報の取

りまとめおよび先進事例となる対策事業を実施する。

環境常任委員会での意見：他の鳥獣（しか、いのしし等）対策

Cf.計画では第 2フェーズ（平成 26年度～平成 28年度）での検討。

○国出先機関対策 

移譲事務・権限や人員・財源等の取扱いについて、国関係機関と協議・調整を進めるとともに、関係団体等を対象

にした説明会等を開催し、取組状況等に関する情報提供を行い、広域的な事務執行のあり方や仕組みづくりについて

意見交換を行うなど、関係者の理解醸成を図る。

㉕要求・国出先機関移管に向けた調整等（1,917千円）
・関係団体等を対象とした説明会・意見交換会等の開催（697千円）

○広域インフラ検討 

国土の双眼型、多極構造の構築により、関西が日本の成長を牽引するため、高速交通体系の多重化によるリダンダ

ンシーの強化、国土軸の複軸化を支える広域交通体系の構築など関西における広域交通インフラ整備について検討す

る。

㉓：関西の高速鉄道網に関する調査 (3,500千円) 
㉔：関西の高速鉄道網に関する調査検討(3,000千円）
㉕要求：広域インフラに関する調査検討(3,000千円) 

○エネルギー対策 

政策の検討にあたっては、国で行われている議論、経済的な観点、関西の地域特性などを踏まえ、幅広い知見及び

視野を持って専門的な議論を行っていく必要がある。

㉔：関西全体における中長期的なエネルギー政策調査検討(9,450千円) 
㉕要求：中長期的なエネルギー政策の検討に係る経費(3,183千円) 

○首都機能バックアップ構造の構築 

 これまでの国への提案を踏まえ、「関西こそが、最適な都市圏である」ことをより具体的に提案するため、平成 24
年度には、経済界と連携し調査を実施しており、それらを踏まえた国等への提案を引き続き実施するとともに、その

成果を国や民間企業等に発信する。

㉔：首都機能バックアップに係る関西のポテンシャル調査(3,000千円) 
㉕要求：首都機能バックアップに係る調査検討業務(3,000千円) 

○次期広域計画の策定 

現行の広域計画期間が終了することから、東日本大震災の影響など関西を取り巻く社会状況の変化も踏まえ、７つ

の分野の事務の拡充や新たな分野の事務をはじめとした次期広域計画の内容について、各方面から検討を加え、整理

し、策定する必要がある。

㉕要求：次期広域計画の策定経費(広域計画審議会(仮称)の開催等)(3,845千円)  

○広域連合の効率的運営 

広域連合事務局運営費㉔（231,794千円）→ ㉕要求：(302,130千円) 
資格試験人件費除く場合    ㉔(193,794 千円) →   ㉕要求(254，630 千円) 

 ※政令市派遣職員の通年化、議会事務局調査課の強化、資格試験担当職員の強化などに伴う人件費等の増

７分野の取り組み 中長期的な視点からの広域課題への対応

構成団体・連合・民間等の

役割分担のあり方

効果的な施策の展開

具体的事業の方向性

効果的な施策の展開

実施主体の変更など

に伴う規約改正

具体的事業の方向性

今後の事業の方向

現時点での要求ベースであり、今後、各担当府県(財政課)、各府県担当委員で検討、計数整理（査定）を行っていただく。



(H24.10.21現在）

（単位:千円）

（㉔１７，４２５　㉕１９，６１０） （㉔２５，９２８　㉕２５，９６６）

（１）広域応援体制の整備 ○ 「関西防災・減災プラン」の充実・発展 （１）関西広域環境保全計画の推進 ○ 関西広域環境保全計画の戦略的推進　

○ 災害発生時の広域応援体制の強化　（一部新規） （２）温室効果ガスの削減のための広域取組 ○ 住民・事業者啓発　（拡充）

（２）防災・減災対策の推進 ○ 関西広域応援訓練 ○ 関西スタイルのエコポイント　

○ 防災分野の人材育成 ○ 電気自動車普及促進

（３）災害対応 （３）府県を越えた鳥獣保護管理の取組 (新) ○ 関西地域カワウ広域保護管理計画の推進　（新規）

（㉔１４，５１７　㉕６６，００６）

（１）資格試験・免許の広域実施 ○ 調理師・製菓衛生師

（㉔２１，２７２　㉕２７，８３１　　文化振興調整中） ○ 准看護師

（１）KANSAIブランドの構築 (新) ○ KANSAI国際観光YEAR2013の実施（新規）

○ 海外観光プロモーションの実施 （㉔３，４２０　㉕４，１３９）

○ KANSAI観光大使の任命と活用 （１）広域的な視点の養成、業務執行能力の向上 ○ 政策形成能力研修の実施

○ 新発見KANSAI百景の活用 　　 を図り、職員間の交流につなげる取組 ○ 団体連携型研修の実施　

○ 山陰海岸ジオパーク活動の推進 （２）集約化による効果を期待する取組 (新) ○ WEB型研修の実施に向けた検討　（新規）

（２）基盤整備の推進 ○ 通訳案内士等の人材育成 など

○ 関西全域を対象とする観光統計調査

（３）文化振興 ○ 関西文化の魅力発信

（㉔２７，８５４　㉕４４，７９５）

（１）「関西広域産業ビジョン2011」の着実な推進 ○ 広域産業振興の取組にかかる啓発及び評価・検証　

（２）イノベーション創出環境・機能の強化 ○ 産業クラスター連携　（一部新規）

(新) ○ 関西イノベーション国際戦略総合特区効果の広域連合域内への波及促進　（新規）

（３）中堅・中小企業等の国際競争力の強化 ○ 合同プロモーションの推進　（一部新規）

○ ビジネスマッチングの促進　（一部新規）

○ 公設試験研究機関の連携

（４）地域経済の戦略的活性化 ○ 地域資源の活用

○ 新商品調達認定制度によるベンチャー支援

（５）高度人材の育成・確保 (新) ○ 産官学による高度産業人材の育成・確保の推進　（新規） （㉔８４，４０８　㉕８３，３５３）

（１）国出先機関対策 ○ 国出先機関対策

(調整中） （２）広域企画戦略 ○ 広域インフラ検討

（１）関西広域農林水産ビジョンの策定 (新) ○ 関西広域農林水産ビジョンの策定（新規） ○ エネルギー対策　

（２）地産地消の推進 (新) ○ ”おいしい！KANSAI召し上がれ”ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ事業（新規） ○ 首都機能バックアップ構造の構築

(新) ○ ”おいしい！KANSAI召し上がれ”ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ事業（新規） (新) ○ 次期広域計画の策定　（新規）

（㉔２１５，７３８千円　㉕６３３，５２０千円）

（１）関西広域救急医療連携計画の推進 ○ 関西広域救急医療連携計画の戦略的推進 （㉔２４３，９０５　㉕３１６，９５９）

（２）広域医療体制の確立 ○ 広域的ドクターヘリの配置・運航（拡大） （１）広域連合の効率的運営 ○ 関西広域連合委員会・関西広域連合協議会の開催、広域連合事務局運営、

○ 広域災害医療体制の整備　 （２）広域連合議会の充実強化 ○ 広域連合議会の開催、常任委員会・特別委員会活動

（３）人材育成 ○ 救急医療人材等の育成　

平成２５年度主な取組について（要求ベース）

〔７分野の取り組み〕

Ⅰ 広域防災 Ⅴ 広域環境保全

Ⅵ 資格試験・免許

Ⅱ 広域観光・文化振興

Ⅸ 組織運営

Ⅶ 広域職員研修

Ⅲ-1 広域産業振興

〔中長期的な視点からの広域課題への対応〕

Ⅷ 企画調整

Ⅲ-2 広域産業振興（農林水産振興局）　

Ⅳ 広域医療 〔成長する広域連合としての的確な運営〕

参考資料 


